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特 

集
特
集

特製の実験器具「アタッキー３号機」を使い、紙風船
をたたくことで膨らむメカニズムの実験を再現する
大内中学校科学部員。（12月１日、同校で。記事は５㌻）
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地域で頑張っている皆さんを「ダーツの旅」風に追っています！

やわらかな、若い風 ㉘

Monthly Happy Communications

佐藤 愛里彩 さん
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「
秘
書
検
定
」を
学
び
、仕
事
で
生
か
せ
る
よ
う
に

友達と、乳頭温泉郷で

♥22歳、矢島町七日町　♥性格　おっとりしていて、あまりアセったりしません。
♥好きな言葉　「七転び八起き」。町内の会館に飾ってあり、子どものころから
　見ていて、とてもいい言葉だとずっと心に留めています。
♥市内で好きな場所　「ぽぽろっこ」。友達と露天風呂に長くつかっています。
♥お世話になっている方へ　職場の先輩と上司にはいつも優しくフォローして
　もらい、何かと指導してくださっていることに感謝しています。

　愛里彩さんは秋田精工㈱に勤務し、４年目になります。
「高校卒業後に入社でき、地元就職の希望がかないました。
総務課で来客対応や電話の応対を担当し、誰にでも明る
く、丁寧に接することを心がけています」。１年ずつ仕事
の引き継ぎを受け、業務が増えているそうですが、「先輩
に教わりながら、きちんとできるように頑張っています」
と口元を引き締めます。
　趣味はカラオケで、気分転換には友達と映画鑑賞や
買い物をして楽しむ愛里彩さん。「今、秘書検定の勉強を
しています。一般的な常識やマナーの
問題ですが、社会経験が少なく、聞き
慣れない言葉に戸惑ったりすることが
多いので、もっと勉強し、仕事に生か
していきたい」と話し、目標に向かって
澄んだ瞳を輝かせています。

　　  SATO   Arisa    -

 ふれあい
　サイドストーリー

わいを波及させていきたい」と力強く
未来を描きます。
　当日は雨にもかかわらず、開催前
から人だかりができる盛況ぶり。この
日の限定店を合わせた38店舗が並
び、訪れた人たちが店の人と会話を
弾ませながら買い物を楽しみました。
本荘駅前市場運営委員会の打矢
勝弘会長は「普段見ない人もたくさ
んいるし、盆か正月が来たようなにぎ
わいで大満足です。自分たちだけで
はなかなか新しい試みに踏み切れな
かったので、学生さんたちの行動力、
対応力の早さにはびっくり。春の山
菜や秋のキノコのシーズンにもまた
開催できたら」と声を弾ませました。

　羽後本荘駅前にある「本荘駅前
市場」で11月26日、『ほんじょう日曜
昼市』が開かれました。市場は通常、
月～土曜日の午前３～８時頃までの
営業ですが、今まで市場をよく知ら
なかった人、訪れたことのない人たち
にも広く楽しんでもらおうと、日曜日
の日中の開催を決めました。
　開催に動いたのは、県立大学本荘
キャンパスの学生からなる「秋田
学生まちづくり団体」を中心とした
実行委員会。同団体の田口真也代表
は「駅前はまちの顔。ちょっとさみし
いシャッター街をなんとかできたらと
いう思いがあった。昼市をきっかけに、
市場だけでなく駅前周辺全体ににぎ

駅前を元気に　 初めての『ほんじょう日曜昼市』 大にぎわい!

所狭しと並ぶ
新鮮な食材の
数々。値段も
お手頃。

おいしい食べ方を教え
てもらったり、おまけを
サービスしてもらったり、
対面販売も市場の魅力。
ちょっと早起きして、朝
市にも足を運ん
でみては？

Interactive
Side Story



　

功
労
者
の
方
々
の
主
な
功
績

◆
菊
地
幸
雄
さ
ん　

旧
本
荘
市
政

連
絡
員
、
市
行
政
協
力
員
を
36
年

６
カ
月
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
市

と
地
域
住
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

行
政
の
推
進
と
住
民
自
治
意
識
の

高
揚
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

◆
齋
藤
作
圓
さ
ん　

昭
和
62
年
に

㈱
秋
田
ニ
ュ
ー
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム

を
設
立
し
地
域
農
業
の
発
展
に
尽

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
、市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
）

功労者顕彰式は９回目
これまで、各分野から
26人の方々を顕彰

く
さ
れ
る
と
と
も
に
、
旧
西
目
町

議
会
議
員
や
本
市
議
会
議
員
、
同

副
議
長
な
ど
も
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
部
タ
ツ
子
さ
ん　

昭
和
61
年

か
ら
30
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委

員
と
し
て
相
談
や
支
援
を
通
し
て

市
民
福
祉
の
向
上
と
児
童
の
健
全

育
成
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
市
婦

人
団
体
連
絡
協
議
会
長
な
ど
も
歴

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
佐
藤
睦
人
さ
ん　
昭
和
61
年
か
ら

産
業
功
労
・
齋
藤
さ
ん

地
方
自
治
功
労
・
菊
地
さ
ん

民
生
児
童
委
員
と
し
て
相
談
や

支
援
を
通
し
て
市
民
福
祉
の
向
上

と
児
童
の
健
全
育
成
に
尽
く
さ
れ
、

市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長

な
ど
も
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
畠
山　

勉
さ
ん　

昭
和
41
年
か

ら
47
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に

精
励
。
東
由
利
町
消
防
団
長
や
市

消
防
団
長
、
県
消
防
協
会
副
会
長

を
歴
任
さ
れ
、
火
災
予
防
と
防
災

思
想
の
普
及
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
全
面
的
に
刷
新

12
月
25
日
月
に
公
開
し
ま
す！

（   ）

Yurihonjo city public Relations. 20173

市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
12
月
25
日
（
月
）
、
全
面
的
に
新
し
く
な
り
ま
す
。

使
い
や
す
さ
を
重
視
し
、
目
的
別
の
検
索
や
ペ
ー
ジ
間
の
移
動
が

し
や
す
く
な
る
よ
う
に
「
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
」
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
天
気
予
報
や
動
画
な
ど
の
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
加
え
る
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
は
画
面
表
示
が
自
動
で
最
適
化
さ
れ
ま
す
。

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
最
新
情
報
が
い
つ
で
も
つ
か
め
、

さ
ら
に
使
い
や
す
く
、
見
や
す
い
サ
イ
ト
を
目
指
し
ま
す
。

市
の
新
し
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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地
方
自
治
功
労
、
産
業
功
労
、
民
生
功
労
で
５
人
に

長年の功績たたえ  顕彰状と功労章を贈呈

　

市
功
労
者
顕
彰
式
が
11
月
22
日
、

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
長
年

に
わ
た
り
行
政
や
産
業
、
福
祉
分

野
で
市
勢
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

５
人
の
方
々
の
功
績
を
た
た
え
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
は
行
政
協
力
員
の
菊

地
幸
雄
さ
ん
（
70
歳
・
鍛
冶
町
）
が

地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
、㈱
秋
田

ニ
ュ
ー
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
取
締
役

会
長
の
齋
藤
作
圓
さ
ん
（
73
歳
・
西

目
町
西
目
）
が
産
業
功
労
者
と
し
て
、

元
東
由
利
地
区
民
生
児
童
委
員
協

議
会
長
の
阿
部
タ
ツ
子
さ
ん
（
77５人の方々の功績をたたえた「市功労者顕彰式」

歳
・
東
由
利
蔵
）、
鳥
海
地
区
民
生

児
童
委
員
協
議
会
長
の
佐
藤
睦
人

さ
ん
（
70
歳
・
鳥
海
町
伏
見
）、
元

消
防
団
長
の
畠
山
勉
さ
ん
（
71
歳
・

東
由
利
黒
渕
）
が
そ
れ
ぞ
れ
民
生
功

労
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
選
考
委
員
や
市
議
会
議

員
な
ど
、
約
90
人
が
出
席
。
長
谷
部

市
長
は
顕
彰
状
と
功
労
章
を
贈
呈

し
「
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
各
分

野
で
大
き
な
業
績
を
残
さ
れ
、
地

域
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご

労
苦
と
ご
功
績
に
深
甚
な
る
感
謝

と
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本

市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、

諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
に
は
一
層
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
長
年
の

功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
代
理
を
含
め
て
４
人

が
出
席
し
、「
身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
こ
の
た
び
の
顕
彰
に
恥
じ
な
い

よ
う
、
微
力
で
す
が
努
力
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
」
な
ど
と
御
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
功
労
者
の
顕
彰
は
９
回
目
で
、

昨
年
度
ま
で
に
特
別
功
労
２
人
、

合
併
特
別
功
労
15
人
、
地
方
自
治

功
労
５
人
、
民
生
功
労
３
人
、
産

業
功
労
１
人
、
計
26
人
の
方
が
受

章
し
て
い
ま
す
。

、、

顕
彰
式
に
出
席
し
、
顕
彰
状
を
掲
げ
て
長
谷
部
市
長
と
記
念
撮
影
を
行
う
功
労
者
の
皆
さ
ん
。

前
列
・
阿
部
さ
ん
、
後
列
左
か
ら
齋
藤
さ
ん（
代
理
・
英
則
さ
ん
）、
佐
藤
さ
ん
、
畠
山
さ
ん

「市功労者顕彰式」を挙行
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大
学
で
合
宿
し
結
論
確
立

　

第
61
回
日
本
学
生
科
学
賞
（
読
売
新
聞
社
主
催
）
の
県
審
査
会
が
11

月
20
日
に
開
か
れ
、
本
市
の
大
内
中
学
校
科
学
部
が
最
高
賞
の
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
事
賞
を
、
西
目
中
学
校
科
学
部
が
県
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
議
長
賞
を
受
賞
。
両
校
の
研
究
作
品
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
の
ベ
ス
ト
20
に
選
ば
れ
、
中
央
最
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
査
へ
の
出
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
め
に
、
こ
の
２
校
の
科
学
部
が
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
ん
だ
研
究
の
話
題
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

　

大
内
中
学
校
科
学
部
は
昨
年
度

の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
て

お
り
、
中
央
最
終
審
査
へ
は
２
年

連
続
、
11
回
目
の
出
品
と
な
り
ま

す
。
平
成
25
年
度
に
は
統
合
前
の

出
羽
中
の
科
学
部
が
内
閣
総
理
大

臣
賞
に
輝
く
な
ど
、
同
校
の
研
究

は
例
年
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
究
作
品
名
は
「
続
・

紙
風
船
は
た
た
く
と
な
ぜ
膨
ら
む
」。

昨
年
は
た
た
く
こ
と
で
紙
風
船
が

膨
ら
む
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
音
の
変

化
に
着
目
し
て
理
論
付
け
ま
し
た
。

し
か
し
「
ま
だ
詰
め
切
れ
て
い
な

い
」
と
の
思
い
か
ら
、
部
員
た
ち

は
２
年
目
に
あ
た
っ
て
紙
自
体
が

持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底
的
な

解
明
に
挑
み
ま
し
た
。

　

同
部
は
光
セ
ン
サ
ー
と
磁
石
を

備
え
た
実
験
器
具
「
ア
タ
ッ
キ
ー

３
号
機
」
の
特
別
製
作
を
メ
ー

カ
ー
に
依
頼
。
風
船
の
体
積
の
変
化

を
解
析
す
る
こ
と
で
、
た
た
い
た

時
の
風
船
の
中
の
空
気
の
伸
縮
に

加
え
、
紙
の
し
わ
が
少
し
ず
つ
張
り

を
持
ち
、
球
体
に
な
る
過
程
を

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
研
究
員
の
理
論
や
熱

力
学
の
論
理
を
参
考
に
、
紙
風
船
の

膨
張
曲
線
を
導
き
出
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
は
北
海
道
大
学
で
２

泊
３
日
の
勉
強
合
宿
を
実
施
。
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
縁
に
知
り
合
っ

※ＮＡＳＡ：アメリカ航空宇宙局、BoSS：Battle of Science Show（日本の中のサイエンスショーの達人４組による優勝決定戦）

１学
生
科
学
賞

大
内
中
と
西
目
中
の
科
学
部
が
「
中
央
最
終
審
査
」
へ

た
佐
々
木
陽
一
教
授
（
本
市
赤
田
地

区
出
身
）
の
研
究
室
を
訪
ね
、
さ
ら

に
論
文
を
磨
き
上
げ
ま
し
た
。

　

大
内
中
の
科
学
部
員
は
研
究
成

果
を
「
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
と

し
て
県
内
外
で
発
表
。
Ｂ
ｏ
Ｓ
Ｓ

２
０
１
５
で
全
国
優
勝
す
る
な
ど

積
極
的
な
普
及
活
動
で
知
ら
れ
て

お
り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
高
さ
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
内
中
学
校
科
学
部

大
臣
賞
受
賞
後
も
検
証
重
ね
、
理
論
を
磨
く　去年は自分たちだけでの研究でしたが、

今年は大学の先生に協力してもらえ、内
容がかなり難しくなって大変でした。大
学レベルの内容ですが、丁寧に教えても

奥 山 大 聖 君
　　　　　　（２年）

大内中学校
科学部長

らい、みんなで話し合うことで、何とか
理解できるようになりました。
　実験は一番暑い時と一番寒い時に何週
間もかけて行いました。たたくと紙が弱
くなるので、一回ずつ風船を変え、その
結果を解析しました。去年は推論だった
ことを解明できてうれしかったです。

推論を解明でき、うれしい
INTERVIEW

紙自体の振動による低周波成分を読み解くため、実験装置を考案して、研究を重ねた大内中学校科学部。
部員は「昨年の内容をさらに発展させることができた」と笑顔に。（右はフェライト子ども科学館での発表）

私
た
ち
の
生
活
を
安
全
・
便
利
で
、
楽
し
く
し
て

く
れ
て
い
る
「
科
学
技
術
」。
理
科
教
育
に
基
づ
く

公
募
科
学
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
日
本
で
最
も
伝
統
と
権
威
の
あ
る

「
日
本
学
生
科
学
賞
」
で
、
本
市
の
中
学
生
の
研
究
成
果
が

高
く
評
価
さ
れ
る
な
ど
、「
科
学
の
心
」
を
持
ち
、
意
欲
的
に
学
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
活
躍
や
取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、「
科
学
」に
ま
つ
わ
る
３
つ
の
話
を
お
届
け
し
ま
す
。

特 
集

「
科
学
の
心
」
を
育
む
ま
ち
、
由
利
本
荘

私
た
ち
の
生
活
を
安
全
・・
便
利
で
、
楽
し
く
し
て

れ
て
い
る
「
科
学
技
術術
。
理
科
教
育
に
基
づ

特
集

の
心
」
を
育
む
ま
ち
、
由
利
本
荘

ば
な
し

卓 越

中の空気が温められ、袋がふわりと浮き上がる様子に目を輝かせる子どもたち
（「科学フェスティバル」の「ミニ熱気球をあげよう」（大内小学校）のコーナーで）

Yurihonjo city public Relations. 2017
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西
目
中
学
校
科
学
部
の
餅
研
究

班
は
、餅
の
軟
ら
か
さ
を
長
く
保
つ

方
法
を
「
や
わ
ら
か
さ
を
長
餅
」

と
名
付
け
て
研
究
。
そ
の
内
容
が

評
価
さ
れ
、
同
校
を
初
め
て
中
央

最
終
審
査
へ
と
押
し
上
げ
ま
し
た
。

　
「
餅
の
軟
ら
か
さ
を
ど
う
や
っ
て

測
定
し
、
数
値
化
す
る
か
」。
最
初

は
「
押
し
バ
ネ
ば
か
り
」
を
使
い
、

餅
を
押
す
こ
と
で
得
ら
れ
る
数
値

か
ら
軟
ら
か
さ
を
調
べ
ま
し
た
。

次
に
、夏
も
冬
も
軟
ら
か
さ
が
長
持

軟らかさの長持ちする餅について研究し、中央最終審査への出品を喜ぶ
西目中学校科学部の餅研究班

西
目
中
学
校
科
学
部
の
「
餅
研
究
班
」

２
年
か
け
て
餅
を
調
べ
、
初
の
中
央
審
査
へ

　科学部でみんなと実験や研究をするうちに
だんだん自信がつき、サイエンスキャッスル
（中高生のための学会）関東大会で英語で研究発
表をしたり、生徒会長に立候補したりなど、
自分自身がとても積極的になりました。科学
部だから経験できたことだと思います。後輩
に「科学部はオススメだよ」と伝えたいです。

三 浦さあや さん
（本荘高校１年・大内三川）

大内中学校科学部OG

INTERVIEW

バ
タ
ー
餅
か
ら
物
質
発
見

ち
す
る
餅
の
研
究
で
は
、は
か
り
の

上
に
乗
せ
た
ア
ク
リ
ル
板
に
改
良

し
た
餅
を
挟
み
、
一
定
の
重
さ
を

加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
餅
の
広
が

る
面
積
を
測
定
す
る
方
法
を
採
り
、

二
段
階
で
測
定
し
ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
の
餅
が
徐
々
に
硬
く

な
る
原
因
と
し
て
、
部
員
は
餅
に

含
ま
れ
る
水
分
と
温
度
が
関
係
し

て
い
る
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
餅

を
ラ
ッ
プ
に
包
ん
だ
り
水
に
浸
け

た
り
し
て
比
較
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
餅
の
原
料
の
違
い
に
も

目
を
向
け
、昨
年
は
モ
チ
米
を
使
っ

て
調
べ
ま
し
た
が
、
今
年
は
コ
メ

で
は
な
く
餅
粉
を
使
っ
て
餅
を
つ

き
、
再
び
計
測
。
デ
ー
タ
を
集
め
、

そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
県
北
部
の
郷
土
菓
子「
バ

タ
ー
餅
」
を
調
べ
た
時
に
、
材
料

の
小
麦
粉
が
軟
ら
か
さ
を
持
続
さ

せ
る
こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。

小
麦
粉
の
グ
ル
テ
ン
が
餅
の
持
つ

デ
ン
プ
ン
質
の
構
造
に
入
り
込
む

こ
と
で
、軟
ら
か
さ
を
保
っ
て
い
た

の
で
し
た
。

　

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
齊
藤
尚
子

先
生
（
に
か
ほ
市
）
は
「
生
徒
の
発
想

を
大
事
に
し
て
お
り
、
今
回
の
研
究

も
生
徒
の
発
想
か
ら
ヒ
ン
ト
を

得
て
膨
ら
ま
せ
て
い
き
ま
し
た
。

２
年
越
し
の
研
究
で
た
く
さ
ん
の

失
敗
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が

い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

研
究
は
チ
ー
ム
プ
レ
ー
。
チ
ー
ム

の
絆
が
崩
れ
な
い
よ
う
、
励
ま
し

合
え
る
部
活
動
に
し
た
い
。
そ
し

て
生
徒
に
は
身
近
な
こ
と
に
理
科

や
科
学
の
対
象
が
あ
る
こ
と
を
気

付
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
内

中
学
校
科
学
部
の
説
得
力
の
あ
る

発
表
に
刺
激
を
受
け
、
大
い
に
参

考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と

語
り
ま
し
た
。

　押しバネばかりでは一部しか測れず、
別の方法に変更しようとなったのですが、
軟らかさをどうやって測定するかを考え
るのがとても難しかったです。実験の結

西目中学校
科学部長

果についてはまだ謎もありますが、今回、
寒い所でも軟らかさの長持ちする餅を作
るための材料は何かを調べたので、それ
を使った餅を開発したいと思います。
　小学生の時に、西中祭での科学部の発
表に驚かされ、あこがれて入部しました。
中央審査への出品はとてもうれしいです。

長持ちする餅を開発したい
INTERVIEW

　大内中学校科学部では、身近に繰り返され
ている現象に注目してテーマを絞り、話し合
いを重ねています。仮説の確認と仮実験計画、
実験結果に基づく考察の話し合いなどを何度
も重ね、次の課題を整理します。また、部活
動での礼節も大事にしています。
　６年間の研究指導を通じて「人との絆、
つながり」が一番大事だと強く感じました。
研究そのものも大事ですが、アドバイスして
くださった先生方とのふれあいや切磋琢磨し
ていく中での部員同士の心の交流が財産に
なり、大きく広がっています。部活での経験
全てが、これからの部員一人一人の生き方に
通じていくのではないでしょうか。
　科学研究を通して、生徒一人一人が持ち味
を生かして活躍できる場面を引き出せるよう
に、今後もサポートしていきたいと思います。

佐 藤 由 美 先生
　　　　（55歳・本荘地域）

大内中学校科学部顧問 人
と
人
と
の
絆
、
つ
な
が
り
が
財
産
で
す

　

大
内
中
科
学
部
は
「
物
理
学

会
ジ
ュ
ニ
ア
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
も

２
年
連
続
で
優
秀
賞
を
獲
得
し

て
お
り
、
来
年
３
月
に
東
京
理
科

大
学
で
開
か
れ
る
同
セ
ッ
シ
ョ
ン

へ
の
参
加
・
発
表
を
視
野
に
入

れ
、
お
世
話
に
な
っ
た
た
く
さ
ん

の
方
々
に
感
謝
し
な
が
ら
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

近
く
千
葉
県
の
先
生
方
に
対

す
る
研
究
発
表
の
予
定
も
あ
り
、

部
員
た
ち
は「
市
の
代
表
と
し
て

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
」
と
意
欲
満
々
。「
発
表

す
る
機
会
が
あ
れ
ば
出
か
け
ま

す
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

自
信
つ
き  

積
極
的
に

、

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
発
表

大
内
中
の
飾
り
棚
の
各
段
に

並
ぶ
表
彰
状
や
盾
な
ど

特集／科学三題噺  １

な
が
も
ち

Yurihonjo city public Relations. 2017

優れた教育実践で「読売教育賞・最優秀賞」「学生科学賞・指導者賞」受賞

本 多 真 己 さん
　　　　　　（２年）

快 挙
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遠
藤
章
博
士

　

戦
時
中
は
農
業
の
手
伝
い

　

東
由
利
で
の
子
ど
も
の
こ
ろ
を
振

り
返
る
と
、
私
が
小
学
２
年
生
の
時

に
第
２
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
、
６

年
生
で
終
戦
と
な
り
ま
し
た
。
当
時

は
丈
夫
な
男
の
人
全
員
が
戦
争
に
連

れ
て
行
か
れ
て
し
ま
い
、
働
き
手
を

失
っ
た
農
家
の
手
伝
い
に
行
か
さ
れ

た
記
憶
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

人
生
決
定
づ
け
た
祖
父
母

　

３
、
４
年
生
の
時
に
「
修
身
」
の

教
科
で
、「
野
口
英
世
が
人
類
の
た
め

に
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ど
れ
ほ
ど
大

き
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
の
か
」
と

い
う
こ
と
を
習
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
医
師
法
違
反
に
な
り
ま
す

が
、
祖
父
は
医
療
に
関
す
る
知
識
が

あ
り
、
簡
単
な
治
療
を
施
し
て
い
ま

し
た
。
祖
父
か
ら
も
野
口
英
世
の
話

な
ど
を
聞
く
う
ち
に
、
私
も
「
人
の

命
を
救
う
仕
事
が
し
た
い
」
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
こ
ろ
の
写
真
に
は
、
着

物
で
は
な
く
、
私
だ
け
が
洋
服
を
着

て
写
っ
て
い
ま
す
。
祖
父
母
に
と
っ

て
私
は
自
慢
の
孫
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
の
後
の
私
の
人
生
を
祖
父
母

が
決
め
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

野
口
英
世
に
あ
こ
が
れ
て

　

そ
の
当
時
は
大
学
の
医
学
部
に
入

ら
な
く
て
も
、
病
院
で
実
習
し
、
検

定
試
験
に
合
格
す
れ
ば
医
師
に
な
れ

ま
し
た
。
野
口
英
世
も
そ
う
で
す
。

　

祖
父
は
、
自
分
が
な
れ
な
か
っ
た

医
師
に
な
る
夢
を
私
に
託
し
た
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
野
口

英
世
の
よ
う
に
努
力
す
れ
ば
医
師
に

な
れ
る
、
医
師
に
な
り
た
い
と
思
っ

た
も
の
で
す
。

　

私
の
「
人
に
喜
ば
れ
る
、
感
謝
さ

れ
る
仕
事
を
や
り
た
い
」
と
い
う
思

い
は
、
祖
父
と
の
生
活
に
よ
っ
て
よ

り
大
き
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

キ
ノ
コ
で
科
学
に
目
覚
め
る

　

祖
父
と
一
緒
に
山
へ
行
き
、
キ
ノ

コ
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
中
学
生
の

頃
に
一
番
興
味
を
持
っ
た
の
が
、「
ハ

エ
ト
リ
シ
メ
ジ
」
で
す
。
ハ
エ
が
そ

の
キ
ノ
コ
に
止
ま
る
と
毒
性
が
あ
っ

て
死
ぬ
。
し
か
し
、
人
は
味
噌
汁
に

し
て
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
。
そ
れ

が
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
ハ
エ
ト
リ
シ
メ
ジ
」
は
、
私
が
科

学
に
目
覚
め
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

山
を
越
え
、
分
校
へ
通
学

　

中
学
校
を
卒
業
し
、
本
荘
高
校
下

郷
分
校
へ
は
片
道
２
時
間
を
か
け
、

山
を
越
え
て
通
学
し
ま
し
た
。

　

分
校
は
土
曜
の
午
後
と
日
曜
、
水

曜
に
老
方
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

中
学
校
を
卒
業
す
る
１
年
前
に
定
時

制
高
校
が
出
来
た
の
で
、そ
こ
に
入
っ

た
の
で
す
。
小
学
生
用
の
机
と
椅
子

は
小
さ
く
、
と
て
も
窮
屈
で
し
た
。

　

平
日
は
農
作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、

小
松
順
之
助
先
生
（
故
人
）
か
ら
化
学

を
習
い
、
２
年
目
も
複
式
授
業
で
教

わ
り
ま
し
た
。化
学
が
私
の
性
に
合
っ

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

小
松
先
生
か
ら
は
人
の
世
話
を
す

る
こ
と
、
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に

　

遠
藤
章
博
士
は
、
科
学
分
野
の
研
究
で
国
際
的
に
権
威
の
あ
る
学
術
賞

を
数
多
く
受
賞
さ
れ
て
い
る
本
市
の
名
誉
市
民
で
す
。
遠
藤
博
士
に
研
究

の
道
へ
進
む
原
点
や
若
い
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
月
21
日
、
東
京
農
工
大
学
特
別
栄
誉
教
授
室
で
）

ハエトリシメジ。秋、主に
コナラなどの広葉樹林内の
地表に生えるキノコ。

ハエトリシメジ。秋、主に
コナラなどの広葉樹林内の
地表に生えるキノコ。

ハエトリシメジ。秋、主に
コナラなどの広葉樹林内の
地表に生えるキノコ。

小学３年生のころ。祖
父母から贈られた洋服
を着ている写真。

小学３年生のころ。祖
父母から贈られた洋服
を着ている写真。

小学３年生のころ。祖
父母から贈られた洋服
を着ている写真。

研究の道へ進む、博士の原点とは

努
め
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

研
究
者
目
指
し
、
大
学
へ

　

当
時
、
一
人
前
の
農
家
に
な
る
た

め
に
は
、
米
俵
（
60
㌔
）
２
俵
を
背

負
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
私
は
１
俵
が
精
い
っ
ぱ
い
。
農

業
に
は
向
か
な
い
と
諦
め
ま
し
た
。

　

独
り
立
ち
す
る
た
め
「
も
っ
と
勉

強
し
た
い
」
と
思
い
、
東
北
大
学
農

学
部
に
進
み
ま
し
た
。
す
で
に
一
人

前
の
研
究
者
に
な
る
に
は
大
学
を
出

る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
レ
ミ
ン
グ
に
導
か
れ
て

　

研
究
者
を
志
す
き
っ
か
け
は
、
大

学
１
年
生
の
春
休
み
に
フ
レ
ミ
ン
グ

の
伝
記
を
読
み
「
こ
う
い
う
人
に
な

り
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

　

フ
レ
ミ
ン
グ
は
ア
オ
カ
ビ
か
ら
抗

生
物
質
の
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
発
見
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
野
口
英
世
は
学
術
研
究
の

大
先
輩
で
あ
り
、
私
の
先
導
者
で
す

の
で
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
野
口
英
世

の
墓
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
郊
外
に
あ

り
、
何
回
も
行
き
ま
し
た
。

　

私
が
研
究
者
と
し
て
模
範
に
し
た

の
は
野
口
英
世
と
フ
レ
ミ
ン
グ
。
こ

の
２
人
で
す
。

　

フ
レ
ミ
ン
グ
は
偉
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
彼
は
お
金
も
う
け
に
関
心
が

な
か
っ
た
。
そ
こ
も
私
が
好
き
な
と

こ
ろ
で
す
ね
。

大学１年の時に接し、
感銘を受けたフレミン
グの伝記

定
試

ま
し祖

医
師

た
の

英
世

な
れ

た
も私

大学１年の時に接し、
感銘を受けたフレミン
グの伝記

大学１年の時に接し、
感銘を受けたフレミン
グの伝記

野口英世の墓を娘さんと訪ねて（平成12年）

小小
父父
をを野口英世の墓を娘さんと訪ねて（平成12年）

東北大学でともに勉学に
励んだ仲間と（昭和31年）

野口英世の墓を娘さんと訪ねて（平成野口英世の墓を娘さんと訪ねて（平成1212年）年）））

東北大学でともに勉学に
励んだ仲間と（励んだ仲間と（昭昭和和3311年）年）
東北大学でともに勉学に
励んだ仲間と（昭和31年）

特集／科学三題噺  ２特集／科学三題噺 ２特集／科学三題噺  ２

2

祖
父
母
と
の
暮
ら
し
を
述
懐
し
、
ほ
ほ
笑
む
遠
藤
博
士

３
年
生
の
こ
ろ
の
写
真
に
は

研究の道へ進む、博士の原点とは

回想録
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就
職
し
、
心
境
に
変
化
が

　

大
学
を
卒
業
し
、
三
共
㈱
の
入
社

試
験
を
受
け
て
「
ハ
エ
ト
リ
シ
メ
ジ

の
研
究
が
し
た
い
」
と
言
っ
て
合
格

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
研
究
は

か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

会
社
に
入
っ
て
か
ら
も
医
師
に
な

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
持
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
、
医
学
部
の
募
集
は

な
く
、
３
年
次
に
な
っ
て
か
ら
学
内

で
医
学
部
の
試
験
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
合
格
す
れ
ば
何
学
部
か
ら
で

も
医
師
に
な
れ
た
時
代
で
し
た
。

　

し
か
し
、
医
学
部
は
受
験
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
６
人
き
ょ
う
だ
い
で
し

た
の
で
、
私
だ
け
勝
手
な
こ
と
を
す

る
と
迷
惑
が
か
か
る
と
判
断
し
た
の

か
、
親
に
言
わ
れ
た
の
か
は
忘
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
。

　

就
職
し
、
研
究
を
す
る
間
に
、
世

の
た
め
、
そ
し
て
人
の
命
を
救
う
こ

と
は
医
師
で
な
く
て
も
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

カ
ビ
か
ら
新
薬
を
探
る

　

新
薬
と
な
る
原
型
物
質
の
発
見
ま

で
は
決
し
て
順
風
満
帆
で
は
な
く
、

何
度
も
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

私
は
身
近
な
カ
ビ
か
ら
新
薬
の
種

を
探
し
ま
し
た
。
カ
ビ
に
は
人
一
倍

親
近
感
が
あ
り
、
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
感
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

昔
は
冷
蔵
庫
が
な
く
、
餅
に
は
す

ぐ
に
カ
ビ
が
生
え
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
ビ
が
キ
ノ
コ
を
作
り
ま
す
。
同
じ

仲
間
で
す
。
当
時
は
そ
れ
が
日
常
で

し
た
。
母
は
ど
ぶ
ろ
く
や
漬
け
物
用

の
麹
を
徹
夜
し
て
作
っ
て
お
り
、
よ

く
手
伝
わ
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ビ
と
と

も
に
暮
ら
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

　

そ
う
い
う
下
地
と
、
会
社
に
入
っ

て
酵
素
や
パ
ン
酵
母
な
ど
の
カ
ビ
を

扱
う
部
署
に
配
属
さ
れ
、
カ
ビ
を
好

き
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
よ
う
な
抗

生
物
質
も
カ
ビ
か
ら
発
見
さ
れ
、
麹

や
醸
造
な
ど
の
役
に
立
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
、
新
薬
開
発
の
た
め
、

カ
ビ
に
賭
け
て
み
よ
う
と
思
っ
た
大

き
な
要
素
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

納
得
い
く
ま
で
突
き
詰
め

　

最
初
、
ス
タ
チ
ン
の
第
１
号
と
な

る
「
コ
ン
パ
ク
チ
ン
」
と
い
う
物
質

を
ア
オ
カ
ビ
か
ら
取
り
出
す
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
が
、
ネ
ズ
ミ
へ
の
投

与
実
験
で
は
効
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
果
が
出
な
い
こ
と
に
は
納
得
が
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

コ
ン
パ
ク
チ
ン
は
効
く
は
ず
だ
と

い
う
大
前
提
で
研
究
し
て
お
り
、
そ

れ
が
効
か
な
い
と
な
る
と
研
究
者
と

し
て
は
納
得
い
か
な
い
わ
け
で
す
。

　

納
得
が
い
か
な
か
っ
た
の
な
ら
、

研
究
者
と
し
て
納
得
が
い
く
ま
で
調

べ
る
、
や
り
遂
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
さ
ら
な
る
研
究
を
上
司
が
認
め

て
く
れ
ま
し
た
。

　

世
界
初
、
ニ
ワ
ト
リ
で
実
験

　
「
こ
の
ま
ま
捨
て
て
し
ま
う
の
は

も
っ
た
い
な
い
。
な
ぜ
効
か
な
い
の

か
」
と
考
え
て
い
た
時
に
、
居
酒
屋

で
一
人
の
研
究
者
と
出
会
い
ま
し
た
。

㈱三共に入社し、２年目のころ（昭和34年）㈱三共に入社し、２年目のころ（昭和34年）㈱三共に入社し、２年目のころ（昭和34年）

そ
の
人
と
話
し
「
ニ
ワ
ト
リ
は
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
多
く
含
む
卵
を
産
む

か
ら
、
薬
が
効
く
か
も
し
れ
な
い
」

と
思
い
、
実
験
を
し
た
い
と
頼
み
ま

し
た
。
相
手
は
「
ニ
ワ
ト
リ
の
面
倒

を
見
る
の
な
ら
、
協
力
し
ま
し
ょ
う
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、

反
射
的
に
私
は
昔
の
暮
ら
し
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

　

私
が
中
学
生
の
時
に
は
家
に
20
〜

30
羽
の
ニ
ワ
ト
リ
が
い
て
、
そ
の
世

話
を
し
ま
し
た
。
日
中
は
放
し
飼
い
し
、

夜
は
鶏
小
屋
に
戻
っ
て
く
る
。
敷
き

わ
ら
の
取
り
換
え
や
卵
集
め
を
し
ま

し
た
。
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ
て
い
た
経

験
を
こ
こ
一
番
で
発
揮
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下

げ
る
薬
を
ニ
ワ
ト
リ
で
試
験
し
た
と

い
う
話
は
世
界
中
の
ど
こ
に
も
な
く
、

ア
メ
リ
カ
の
研
究
例
に
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
は
ひ
そ
か
に
手
応
え

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

研
究
の
原
動
力
は「
信
念
」

　

イ
ギ
リ
ス
の
こ
と
わ
ざ
に
「
ど
ん

な
病
気
も
治
す
手
立
て
を
神
様
は
つ

く
っ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
私
の
好
き
な
言
葉
で
す
。

　

研
究
を
続
け
る
原
動
力
と
な
っ
た

の
は
、
私
に
は
研
究
し
か
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
成
果
が
出
な

い
と
納
得
が
い
か
な
い
こ
と
で
す
。

研
究
を
進
め
る
う
え
で
、
自
分
の
考

え
に
間
違
い
は
な
い
と
い
う
信
念
が

あ
り
ま
し
た
。

　

自
然
が
師
、
最
大
の
先
生

　

良
い
こ
と
を
や
っ
て
、
褒
め
ら
れ

た
ら
誰
で
も
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

単
純
に
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
す
。
人

の
た
め
に
な
っ
た
ら
、
み
ん
な
に
褒

め
ら
れ
る
。
祖
父
も
周
り
で
尊
敬
さ

れ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
そ
れ
を
見

て
い
ま
す
か
ら
。

　

私
の
研
究
が
実
を
結
ん
だ
の
は
、

祖
父
母
や
古
里
で
の
経
験
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

東
由
利
は
自
然
豊
か
な
う
え
に
、

人
情
の
機
微
も
豊
か
で
、
人
に
と
て

も
親
切
で
す
。
や
は
り
、
自
然
が
師

で
あ
り
、
最
大
の
先
生
で
す
。

　

育
て
ら
れ
た
古
里
に
感
謝

　

加
え
て
、
秋
田
の
人
は
礼
儀
正
し
い
。

人
を
含
め
た
自
然
で
す
か
ら
、
こ
れ

ら
が
全
て
入
る
で
し
ょ
う
。
人
情
味

が
あ
る
と
か
、
我
慢
強
い
と
か
、
そ

う
い
う
も
の
も
全
て
含
ま
れ
ま
す
。

　

私
は
生
ま
れ
て
か
ら
17
年
間
秋
田

で
過
ご
し
ま
し
た
。
私
の
性
格
も
意

欲
も
、
意
識
も
含
め
て
、
秋
田
で
育
っ

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す

　

私
を
育
て
て
く
れ
た
古
里
に
は
感

謝
し
て
い
ま
す
。

大学２年次の学生実験。中央が遠藤博士（昭和29年）大学２年次の学生実験。中央が遠藤博士（昭和29年）大学２年次の学生実験。中央が遠藤博士（昭和29年）

古里への思いを切々と語る遠藤博士

10広報ゆりほんじょう 平成29年12月15日号

古里への思いを切々と語る遠藤博士古里への思いを切々と語る遠藤博士

コンパクチンのカプセル

の
た

め
ら

れ
て

て
い
ま

私
祖
父

か
ら東

人
情

も
親

で
あ

コンパクチンのカプセルコンパクチンのカプセル

ア
オ
カ
ビ
の
写
真

ア
オ
カ
ビ
の
写
真

ア
オ
カ
ビ
の
写
真

特集／科学三題噺  ２特集／科学三題噺 ２特集／科学三題噺  ２
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日
本
を
「
外
」
か
ら
眺
め
る

　

私
は
秋
田
の
東
由
利
に
生
ま
れ

育
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
ま
し
た
。

そ
の
留
学
が
私
の
生
涯
や
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
決
め
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
経
験
の
上
で
、
私
は
研
究
者
に
留

学
を
勧
め
て
い
る
の
で
す
。

　

留
学
し
一
度
外
国
に
出
て
、
日
本

を
外
か
ら
眺
め
る
。
そ
う
す
る
と
長

所
・
短
所
が
わ
か
り
ま
す
。
日
本
に

は
何
が
欠
け
、
何
が
不
足
し
て
い
る

の
か
、
そ
れ
が
よ
く
わ
か
る
。
欠
け

て
い
る
も
の
や
余
っ
て
い
る
も
の
、

得
意
な
も
の
は
何
か
が
、
実
は
外
に

出
な
い
と
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学

す
る
と
世
界
中
の
い
ろ
い
ろ
な
国
の

留
学
生
が
い
て
、
国
際
親
善
、
国
際

的
な
感
覚
が
身
に
付
く
の
で
す
。
そ

う
い
う
こ
と
や
日
本
の
長
所
・
短
所

を
知
る
う
え
で
は
、
留
学
が
と
て
も

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
ま
す
ま
す
そ
う
い

う
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

信
念
を
持
っ
て
努
力
す
る

　

研
究
に
は
努
力
が
不
可
欠
で
す
が
、

研
究
者
に
限
ら
ず
、
基
本
的
に
ど
の

仕
事
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
信

念
を
持
っ
て
、
目
標
を
据
え
て
努
力

す
る
こ
と
で
す
。

遠藤博士の講話に聴き入る東由利中の生徒（今年５月）遠藤博士の講話に聴き入る東由利中の生徒（今年５月）遠藤博士の講話に聴き入る東由利中の生徒（今年５月）

ラ
ス
カ
ー
賞
受
賞
記
念
講
演
会
で
高
校

生
か
ら
花
束
を
受
け
て   （
平
成
20
年
）

   （
平
成
20
年
）

ス
カ
ー
賞
受
賞
記
念
講
演
会
で
高
校

か
ら
花
束
を
受
け
て

ラ
ス
カ
ー
賞
受
賞
記
念
講
演
会
で
高
校

生
か
ら
花
束
を
受
け
て   （
平
成
20
年
）

研
究
室
の
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス 

ラ
ス
ラ
ス

生
か
生
か

研
究
室
の
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

研
究
室
の
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス 

詳しくは博士が執筆した
著書をお読みください。
市内の図書館から借りる
こともできます。

詳しくは博士が執筆したた
著書をお読みください。
市内の図書館から借りる
こともできます。

詳しくは博士が執筆した
著書をお読みください。
市内の図書館から借りる
こともできます。

コ
ン
パ
ク
チ
ン
の
結
晶

コ
ン
パ
ク
チ
ン
の
結
晶

コ
ン
パ
ク
チ
ン
の
結
晶

留
学
先
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
大
学

の
研
究
者
と  

留
学
先
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
大
学

の
研
究
者
と

留
学
先
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
大
学

の
研
究
者
と  

ア
メ
リ
カ
留
学
へ
の
出
発
ロ
ビ
ー
で

　
　
　
　
　
　

 　

  　
（
昭
和
41
年
）

ア
メ
リ
カ
留
学
へ
の
出
発
ロ
ビ
ー
で

  

（
昭
和
41
年
）

ア
メ
リ
カ
留
学
へ
の
出
発
ロ
ビ
ー
で

　
　
　
　
　
　

 　

  　
（
昭
和
41
年
）

  　
若
い
人
に
伝
え
た
い　
　
遠
藤
博
士
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

    
人
生
は
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
を
続
け
る
こ
と

　

ど
ん
な
仕
事
で
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
る
の
も
同
じ
だ

と
思
い
ま
す
ね
。

　

目
標
を
持
っ
て
努
力
す
る
こ
と
は
、

す
べ
て
の
人
に
共
通
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

自
分
を
主
張
す
る
時
代
に

　

若
い
人
た
ち
に
は
、
も
っ
と
自
分

を
主
張
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

総
じ
て
我
慢
強
い
半
面
、
遠
慮
が
ち

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
人
前
で
ど
ん
ど

ん
自
分
を
主
張
し
な
い
と
い
け
な
い

時
代
で
す
。
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
に
比
べ
、
地
方
の
子
ど
も
も
都

会
の
子
と
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
由
利
本
荘
の
子
ど
も
た
ち

は
純
朴
で
す
。
そ
の
純
朴
さ
を
素
直

に
伸
ば
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

夢
描
き
努
力
す
る
人
生
を

　

人
生
と
は
「
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
、

努
力
を
続
け
る
こ
と
」
で
す
。
夢
は

た
だ
で
す
か
ら
、
大
き
い
方
が
い
い
。

人
生
は
「
大
き
い
夢
を
抱
い
て
、
努

力
す
る
」
以
外
に
な
い
で
し
ょ
う
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取

る
人
も
、
エ
ベ
レ
ス
ト
に
最
初
に
登
っ

た
人
も
、
み
ん
な
そ
う
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
は
、
目
的
が
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
ど
う
い
う
人
間
に
な
り
た

い
の
か
、
ど
う
い
う
こ
と
を
し
た
い

の
か
、
そ
れ
が
決
ま
ら
な
い
と
努
力

の
し
よ
う
が
な
い
わ
け
で
す
。

　

頑
張
れ
ば
必
ず
芽
が
出
る

　

自
分
が
何
に
向
い
て
い
る
か
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
陸
上
競
技
で
も
、
大

工
さ
ん
に
な
る
の
も
農
業
を
や
る
の

で
も
、
そ
こ
に
夢
や
生
き
が
い
が
感

じ
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
で
し
ょ
う
。

　

あ
と
は
努
力
す
る
だ
け
で
す
。
頑

張
っ
て
い
れ
ば
、
必
ず
芽
が
出
ま
す
よ
。

そ
う
思
っ
て
頑
張
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　

未
来
を
切
り
開
く
若
い
世
代
へ
、
遠
藤
博
士
か
ら
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
そ
れ
は
強
い
信
念
を

持
ち
、
ひ
た
む
き
に
研
究
に
取
り
組
ま
れ
た
博
士
の
「
真
っ
す
ぐ
で
、
温
か
な
思
い
」
だ
。

特集／科学三題噺  ２特集／科学三題噺  ２特集／科学三題噺  ２

研
究
一
筋
に
打
ち
込
ま
れ
て
き
た
遠
藤
博
士
の 

【
慈
し
み
】

　

遠 

藤   

章 

博
士
の
略
歴

 

遠 

藤　

章
博
士（
え
ん
ど
う
・
あ
き
ら
）

　

東
京
農
工
大
学
特
別
栄
誉
教
授
、

東
北
大
学
農
学
博
士
。
１
９
３
３
年

本
市
東
由
利
法
内
生
ま
れ
。
法
内
小

学
校
、
下
郷
中
学
校
か
ら
本
荘
高
校

下
郷
分
校
へ
進
み
、
秋
田
市
立
高
校

（
現
・
秋
田
中
央
高
校
）
へ
編
入
。
東
北

大
学
農
学
部
を
卒
業
後
、
57
年
三
共

㈱
（
現
・
第
一
三
共
）
に
入
社
。
66

年
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
医
科
大
学
（
米

国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
留
学
。
同
年
農
学
博

士
を
取
得
、
79
年
東
京
農
工
大
学
農

学
部
助
教
授
。
86
年
同
教
授
。
97
年

退
官
の
の
ち
、
同
名
誉
教
授
、
㈱
バ

イ
オ
フ
ァ
ー
ム
研
究
所
代
表
取
締
役

所
長
。
05
年
金
沢
大
学
客
員
教
授
、

07
年
東
北
大
学
特
任
教
授
。
08
年
東

京
農
工
大
学
特
別
栄
誉
教
授
、
09
年

早
稲
田
大
学
特
命
教
授
な
ど
を
歴
任
。

　

00
年
ウ
オ
ー
レ
ン
・
ア
ル
バ
ー
ト

財
団
賞
（
ア
メ
リ
カ
）、
06
年
日
本
国
際

賞
（
国
際
科
学
技
術
財
団
）、
マ
ス
リ
ー
賞

（
ア
メ
リ
カ
）、
08
年
ア
ル
バ
ー
ト
・
ラ

ス
カ
ー
臨
床
医
学
研
究
賞
（
同
）、

15
年
マ
ヒ
ド
ン
王
子
賞
（
タ
イ
）、
17

年
ガ
ー
ド
ナ
ー
国
際
賞
（
カ
ナ
ダ
）
な

ど
を
受
賞
。

　

07
年
秋
田
県
名
誉
県
民
、
本
市
名

誉
市
民
、
11
年
文
化
功
労
者
、
米
国

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
外
国
人
会
員
、
12

年
瑞
宝
重
光
章
、
全
米
発
明
家
殿
堂

入
り
な
ど
、
偉
大
な
功
績
に
よ
り

数
々
の
顕
彰
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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① コンクリートで押し手形を作った① コンクリートで押し手形を作った
　 後は、フレームの飾り付けに　 後は、フレームの飾り付けに
② すご② すごい！  電気で絵が描電気で絵が描けるゾけるゾ
③ 電池をたたいて、大丈夫かなあ③ 電池をたたいて、大丈夫かなあ
④ 折り紙で立体ユニットづくり④ 折り紙で立体ユニットづくり
⑤ ブースは大盛況、会場にぎわう⑤ ブースは大盛況、会場にぎわう
⑥ ハンダ付けに悪戦苦闘。慎重に…⑥ ハンダ付けに悪戦苦闘。慎重に…
　 電子オルゴール作り　 電子オルゴール作り
⑦ ミ⑦ ミニＵＦＯを作ってみよ～っとを作ってみよ～っと
⑧ 紙ブーメランを飛ばそう。おっ、⑧ 紙ブーメランを飛ばそう。おっ、
　 しっかり戻ってくるぞ　 しっかり戻ってくるぞ
⑨ 力を加えると固まる液⑨ 力を加えると固まる液体、ですか？ですか？

　去年もこのフェスティバルに来て、
全部楽しかったので、今年も連れて来て
もらいました。中でも、この「ミニ熱気球」
はとっても面白くて、何度やってもあき
ません。カルメ焼きを膨らませたり、オ
ルゴールを作ったり、今日は不思議なこと
をいっぱい体験できました。

遠 藤 佑 里 さん
　　　　　　　（８歳・薬師堂）

「ミニ熱気球をあげよう」を
親子で楽しんだ

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
科
学
に

対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
興
味
や

関
心
、
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
、

「
科
学
の
心
」
を
育
む
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
市
（
教
育
委
員

会
）
が
主
催
し
て
お
り
、
今
年

が
14
回
目
。
当
日
は
県
立
大
学

や
矢
島
高
校
、
大
曲
農
業
高
校
、

本
荘
北
・
本
荘
東
・
大
内
・
西
目

中
学
校
の
科
学
部
、大
内
小
学
校
、

科
学
す
る
心
を
育
む
会
、
サ
イ

エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
指
導
者
会
な
ど

に
よ
り
ミ
ニ
熱
気
球
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
押
し
手
形
、
膨
ら
む

カ
ル
メ
焼
き
、
電
子
オ
ル
ゴ
ー

ル
づ
く
り
の
体
験
な
ど
、38
ブ
ー

ス
が
並
び
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
不
思
議
な
現
象

や
科
学
工
作
に
夢
中
に
な
り
、

先
生
役
の
高
校
生
や
大
学
生
に

科
学
の
「
な
ぜ
？
」
を
尋
ね
た
り

説
明
を
聞
い
た
り
し
て
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
引
き
続

き
、
子
ど
も
た
ち
が
科
学
の
面
白

さ
や
感
動
を
体
験
で
き
る
場
を

設
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
第
14
回
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
12
月
２
日
、
市
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

が
実
験
や
工
作
を
通
し
て
科
学

の
不
思
議
を
体
験
し
ま
し
た
。

科
学
の
不
思
議
に
夢
中！

科学フェスティバル
子どもたちの興味・関心・知的好奇心を刺激し、育む３

　科学教育振興協議会を設立してこの
行事がスタートし、その後メンバーが広が
りました。こういう行事に参加し、興味
がわいて理科系の大学に進んだ子もいっ
ぱいいます。子どもたちには「わかる・
わからない」ではなく、科学の不思議に
関心を持って成長してほしいと思います。

伊 藤 広 美 さん
　　　　　　　（71歳・岩谷町）

科学する心を育む会
会長

　このフェスティバルに関わり12、13回
目になります。参加者が増えてきて良
かったと思います。特に今年は、中学校
科学部の出展が増え、盛り上がってきて
いると感じ、うれしく思っています。この
子たちが高校のロボットコンテストとか、
大学でも活躍してほしいですね。

齋 藤 直 樹 先生

県立大学
システム科学技術学部
准教授

　

特
製
器
具
を
使
っ
た
実
験
を
撮

影
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
、
大
内
中

学
校
の
科
学
部
を
訪
問
。
器
具
は

持
ち
運
び
が
で
き
る
よ
う
に
組
み

立
て
式
に
な
っ
て
い
て
、
予
想
し

た
以
上
に
本
格
的
な
造
り
で
し
た
。

数
個
の
光
セ
ン
サ
ー
が
紙
風
船
を

感
知
す
る
と
、
常
に
同
じ
力
で
下

か
ら
た
た
い
て
打
ち
上
げ
ま
す
。

「
こ
の
器
具
の
お
か
げ
で
大
学
の

先
生
方
に
も
理
論
を
説
明
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。
佐
藤
先
生

の
話
を
伺
い
、
先
行
研
究
理
論
を

参
考
に
、
大
学
レ
ベ
ル
に
ま
で
な
る

研
究
発
表
と
は
実
に
壮
大
な
も
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
し
た

表
情
で
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
興
味
が
わ
く
と
面
白
い
。
疑

問
が
一
つ
解
け
る
と
楽
し
く
、
次

の
疑
問
も
解
い
て
み
た
く
な
る
。

だ
か
ら
「
納
得
い
く
ま
で
調
べ
る
、

や
り
遂
げ
る
し
か
な
い
」。
遠
藤

博
士
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に

向
か
っ
て
元
気
に
歩
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。「
科
学
の

心
を
育
む
ま
ち
」
の
子
ど
も
た
ち

だ
か
ら

　
　

特
集
／
科
学
三
題
噺　

終
わ
り

科
学
の
心
を
育
む
ま
ち

①

県立大学

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧⑨

県立大学

④

真剣な表情や笑顔を見せな
がら工作や実験に取り組む
子どもたち。（写真説明は左上）

● 

取
材
を
終
え
て

電子オルゴールと折り紙の多面体

特集／科学三題噺  ３

INTERVIEW

最後に、科学とふれあう子どもたちの姿をお伝えします。



　

９
月
３
日
に
行
わ
れ
た
第
７
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
冬
季
大
会
秋
田
県
予
選
会
で
本
荘
菖
蒲
ク
ラ

ブ
が
、10
月
１

日
に
行
わ
れ

た
第
29
回
全

国
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
い
そ
じ
大

会
秋
田
県
予

選
会
で
ふ
き

の
と
う
が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝

し
、
全
国
大

会
へ
の
切
符

を
手
に
し
ま

し
た
。

　

両
チ
ー
ム
の
代
表
な
ど
７
人
は

11
月
24
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
長

谷
部
市
長
に
優
勝
を
報
告
。
本
荘

菖
蒲
ク
ラ
ブ
の
藤
田
昭
子
部
長
は

「
会
場
が
遠
く
移
動
が
大
変
で
す

が
、
悔
い
の
な
い
プ
レ
ー
が
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
、
ふ
き

の
と
う
の
岸
田
夏
子
理
事
は
「
初

の
全
国
大
会
な
の
で
、
一
生
懸
命

練
習
し
て
楽
し
み
な
が
ら
頑
張

る
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

本
荘
菖
蒲
ク
ラ
ブ
は
12
月
１
日

か
ら
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国

大
会
に
出
場
、
ふ
き
の
と
う
は
来

年
３
月
９
日
か
ら
大
阪
府
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
に
挑
み
ま
す
。
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市長室

　市長の長谷部です。11月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、
市ホームページでもご覧いただけます。

か　ら

初の全国大会に挑む本荘南イレブン

寄付をくださった斉藤さん（右）

電
気
工
事
士
と
高
校
生
が
交
流

現
場
の
知
識
や
技
術
を
伝
え
る

11月16日（木）～17日（金）
羽越本線高速化促進大会
日本海沿岸東北自動車道沿線市町村建設促進大会（東京：ルポール麹町）
上記に係る新潟、山形、秋田の三県合同要望（国土交通省、自民党本部）

　

電
気
工
事
士
と
高
校
生
と
の
交
流
会

が
11
月
30
日
に
由
利
工
業
高
校
で
開
か

れ
、
電
気
科
の
１
年
生
20
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
県
電
気
工
事

工
業
組
合
本
荘
支
部
が
、
若
手

の
人
材
確
保
や
育
成
に
つ
な
げ

よ
う
と
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
組
合
青
年
部
の
電
気

工
事
士
13
人
が
講
師
を
務
め
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
配
管
工
事
の

基
本
と
な
る
鉄
パ
イ
プ
を
曲
げ

る
作
業
や
照
明
器
具
の
オ
ン
・

オ
フ
を
行
う
３
路
ス
イ
ッ
チ
を

作
る
作
業
に
挑
戦
。
講
師
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

現
場
の
知
識
や
技
術
を
学
び
ま

し
た
。

　

秋
田
・
庄
内
・
新
潟
の
３
地
区

合
同
（
秋
田
地
区
会
長
：
由
利
本

荘
市
長
）の
も
と
、羽
越
本
線
の
高

速
化
と
日
沿
道
の
建
設
促
進
を
関

係
機
関
に
強
く
働
き
掛
け
る
た
め
、

都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
羽
越
本

線
高
速
化
促
進
大
会
・
日
本
海
沿

岸
東
北
自
動
車
道
沿
線
市
町
村
建

設
促
進
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
３
地
区
の
関
係
者
約

３
０
０
人
が
集
結
し
た
ほ
か
、
来

賓
と
し
て
会
場
に
駆
け
付
け
て
く

だ
さ
っ
た
多
く
の
国
会
議
員
か
ら

も
、
新
潟
以
北
に
お
け
る
道
路
、

鉄
道
整
備
の
重
要
性
、
必
要
性
に

つ
い
て
力
強
い
発
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

大
会
後
に
は
、
国
土
交

通
省
お
よ
び
自
民
党
本
部
を
訪

問
し
、
日
沿
道
の
早
期
全
線
開
通

に
向
け
た
要
望
書
を
提
出
し
な
が
ら
、

意
見
交
換
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
に
よ
り
、
来
年
４
月
に
は

新
潟
駅
で
の
在
来
線
と
新
幹
線
の
同
一

ホ
ー
ム
乗
り
換
え
が
実
現
す
る
な
ど
、

少
し
ず
つ
成
果
が
現
れ
て
き
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
日
本
海
沿
岸
地
域
が

協
力
し
な
が
ら
、
日
沿
道
と
羽
越
本

線
の
整
備
促
進
に
向
け
て
粘
り
強

く
政
府
お
よ
び
関
係
当
局
に
訴

え
て
ま
い
り
ま
す
。

全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
秋
田
県
大
会
で
優
勝

本
荘
南
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
が
全
国
大
会
へ　

市
内
小
中
学
校
の
図
書
購
入
費
と
し
て

斉
藤
さ
ん
が
１
０
０
万
円
を
寄
付

お
も
ち
ゃ
学
芸
員
養
成
講
座

お
も
ち
ゃ
の
魅
力
や
遊
び
方
を
学
ぶ　

自民党本部：竹下総務会長へ自民党本部：竹下総務会長へ自民党本部：竹下総務会長へ

緑川貴士衆議院議員へ緑川貴士衆議院議員へ緑川貴士衆議院議員へ

冨樫博之衆議院議員へ冨樫博之衆議院議員へ冨樫博之衆議院議員へ

羽越本線高速化促進大会羽越本線高速化促進大会羽越本線高速化促進大会

手作りおもちゃ（上）と木のおもちゃ（下）で遊んでみる受講者

　

10
月
に
行
わ
れ
た
「
第
41
回
全
日
本
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
秋
田
県
大
会
」
で
、
本
荘
南

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
見
事
優
勝
を

果
た
し
、
12
月
26
日
か
ら
鹿
児
島
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

監
督
や
選
手
な
ど
18
人
は
11
月
20
日
に
市

役
所
を
訪
れ
、
阿
部
副
市
長
に
結
果
を
報
告
。

主
将
の
小
日
山
滉
生
君
（
岩
谷
小
６
年
）
は

「
全
国
大
会
で
は
ま
ず
は
予
選
突
破
、
そ
し

て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
勝
ち
進
ん
で
優
勝

で
き
る
よ
う
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
、
阿
部
副
市
長
は

「
支
え
て
く
れ
る
方
々
に
感
謝
し
、
精
い
っ

ぱ
い
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

小松さん（左）と柴田代表（右）

本荘菖蒲クラブとふきのとうの皆さん

長
年
に
わ
た
る
防
犯
の
功
績
を
た
た
え

１
個
人
、
１
団
体
が
全
国
・
東
北
表
彰

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
県
予
選
で
優
勝

本
荘
菖
蒲
ク
ラ
ブ
と
ふ
き
の
と
う
が
全
国
大
会
へ

電気工事士からアドバイスを受ける生徒たち

　

11
月
に
地
方
自
治
功
労
で
旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ

た
斉
藤
好
三
さ
ん
（
70
歳
・
二
十
六
木
）
が
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
市

内
小
中
学
校
の

図
書
購
入
費
と

し
て
１
０
０
万

円
を
寄
付
し
て

く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

12
月
１
日
に

教
育
委
員
会
を

訪
れ
た
斉
藤
さ

ん
は
、
佐
々
田

教
育
長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
「
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
受
章
で
き
た
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て
、
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。
佐
々
田
教
育
長
は

「
多
額
の
寄
付
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
斉
藤
さ
ん
の

思
い
を
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動

の
推
進
に
つ
な
げ
、
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
（
仮
称
）
鳥
海

山　

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
で

来
館
者
に
お
も
ち
ゃ
や
遊
び
方
を

案
内
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
も

ち
ゃ
学
芸
員
」
の
養
成
講
座
が
11

月
28
・
29
日
、
由
利
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
善
隣
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
座
で
は
市
内
外
か
ら
参
加
し

た
29
人
が
、
お
も
ち
ゃ
の
魅
力
や

遊
び
方
な
ど
、
学
芸
員
と
し
て
必

要
な
知
識
を
自
ら
体
験
し
な
が
ら

学
び
ま
し
た
。

　

佐
藤
芳
郎
さ
ん
（
70
歳
・
秋
田

市
）
は
「
木
育
に
興
味
が
あ
り
参

加
し
ま
し
た
。
お
も
ち
ゃ
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
に
自
然
や
文
化
を

伝
え
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
防
犯
に
努
め
た
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

小
松
正
武
さ
ん
（
73
歳
・
東
由
利
田
代
）
が
本
年
度
の

全
国
防
犯
功
労
者
表
彰

「
防
犯
栄
誉
銅
章
」
を
、

「
鳥
海
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊 

安
全
・
安
心

元
気
の
出
る
年
輪
の
会
」

（
柴
田
恭
一
代
表
）
が
東

北
優
良
防
犯
団
体
表
彰
を

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

小
松
さ
ん
と
柴
田
代
表
は

11
月
20
日
に
長
谷
部
市
長

の
も
と
を
訪
れ
、
受
賞
の

喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

25
年
間
に
わ
た
っ
て
防
犯
指
導

隊
員
、
防
犯
協
会
員
と
し
て
地
域

の
安
全
思
想
の
普
及
や
パ
ト
ロ
ー

ル
に
取
り
組
ん
で
き
た
小
松
さ
ん

は
「
私
個
人
で
は
な
く
組
織
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
の
栄
誉
で

す
。
今
後
も
地
域
を
守
っ
て
い
き

た
い
」
と
、
柴
田
代
表
は
「
会
を

作
っ
て
く
れ
た
先
輩
方
や
現
在
の

隊
員
全
員
の
お
か
げ
で
す
。
一
層

気
を
引
き
締
め
て
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
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来
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月
か
ら
（
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由
利
本
荘
保
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会
が
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目
幼
稚
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し
ま
す
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大
雨
の
被
害
を
受
け
た
農
地
や

農
業
用
施
設
の
復
旧
を
支
援
し
ま
す
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除
雪
中
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
先

農
山
漁
村
振
興
課

☎
24―

６
３
５
５

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
課

　

昨
年
度
、
本
市
で
は
除
雪
作
業

中
の
人
的
被
害
が
６
件
（
重
傷
２

件
、
軽
傷
４
件
）
発
生
し
ま
し
た
。

　

次
の
点
に
留
意
し
て
、
除
雪
中

の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
と
き

・
１
人
で
行
わ
ず
、
２
人
以
上
で

　

行
う
。
や
む
を
得
ず
１
人
で
作

　

業
す
る
と
き
は
、
携
帯
電
話
を

　

持
ち
、
家
族
や
隣
近
所
に
声
を

　

掛
け
る
。

・
転
落
を
防
ぐ
た
め
に
命
綱
や
安

　

全
帯
を
必
ず
着
け
る
。
命
綱
に

　

は
ザ
イ
ル
や
麻
ロ
ー
プ
な
ど
滑

　

ら
な
い
材
質
の
も
の
を
使
い
、

　

反
対
側
の
家
の
柱
や
太
め
の
樹

　

木
に
結
ぶ
な
ど
、
状
況
に
応
じ

　

て
工
夫
す
る
。

・
屋
根
の
雪
は
20
㌢
程
度
残
し
て

　

足
場
を
確
保
す
る
。

・
底
の
厚
い
長
靴
は
避
け
て
、
ヘ

　

ル
メ
ッ
ト
や
滑
り
に
く
い
手
袋

　

を
正
し
く
着
用
し
、
動
き
や
す

　

い
服
装
で
行
う
。

・
は
し
ご
を
使
う
と
き
は
、
足
場

　

を
固
定
し
、
安
全
な
角
度
で
立

　

て
か
け
る
。
は
し
ご
を
登
る
と

　

き
は
、
な
る
べ
く
道
具
を
持
た

　

な
い
。

・
体
力
や
経
験
を
過
信
せ
ず
、
準

　

備
運
動
を
行
い
、
作
業
中
は
十

　

分
な
休
憩
を
と
る
。
体
調
が
悪

　

い
と
き
は
作
業
を
休
む
。

地
上
で
作
業
す
る
と
き

・
気
温
が
高
い
日
は
雪
が
緩
み
、

　

落
雪
や
つ
ら
ら
落
下
の
危
険
性

　

が
高
ま
る
の
で
特
に
注
意
す
る
。

・
流
雪
溝
の
ふ
た
を
開
け
た
ま
ま

　

に
し
て
お
く
と
、
転
落
事
故
の

　

危
険
が
あ
る
の
で
絶
対
に
や
め

　

る
。

除
雪
機
を
使
用
す
る
と
き

・
雪
詰
ま
り
の
除
去
は
必
ず
エ
ン

　

ジ
ン
を
止
め
、
回
転
部
が
完
全

　

に
停
止
し
て
か
ら
棒
な
ど
を
使

　

っ
て
取
り
除
く
。

・
周
り
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確

　

認
し
、
転
倒
し
た
り
挟
ま
れ
た

　

り
し
な
い
よ
う
周
囲
の
障
害
物

　

に
は
十
分
注
意
し
て
作
業
す
る
。

○
屋
根
の
雪
下
ろ
し
安
全
対
策
用

具
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す

　

次
の
総
合
支
所
・
出
張
所
、
消

防
署
・
分
署
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

借
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
危
機
管

理
課
、
ま
た
は
消
防
本
部
警
防
課

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

配
置
し
て
い
る
総
合
支
所
、
消
防

署
な
ど
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

配
置
場
所　

矢
島
総
合
支
所
、
鳥

海
総
合
支
所
、
東
由
利
総
合
支
所
、

上
川
大
内
出
張
所
、
矢
島
消
防
署
、

鳥
海
分
署
、
東
由
利
分
署

用
具
の
内
容　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
安

全
帯
、
カ
ラ
ビ
ナ
、
ロ
ー
プ

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課

☎
24―

６
２
３
８

消
防
本
部
警
防
課

☎
24―

４
２
８
３

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

☎
32―

１
３
３
０

西
目
幼
稚
園

☎
33―

２
０
３
８

　

市
が
民
営
化
を
進
め
て
い
る
西

目
幼
稚
園
は
、
来
年
４
月
か
ら

（
社
福
）
由
利
本
荘
保
育
会
が
運

営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
保
育
会
は
本
年
度
か
ら
の
８

保
育
園
に
加
え
、
来
年
度
か
ら
は

西
目
幼
稚
園
を
含
む
９
園
を
運
営

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
は
４
月
か
ら
の
ス
ム
ー
ズ
な

運
営
に
向
け
て
、
同
保
育
会
と
各

種
準
備
に
協
働
で
取
り
組
み
、
今

後
も
各
地
域
で
成
長
し
て
い
く
子

ど
も
た
ち
と
保
護
者
の
子
育
て
を

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

県
単
独
事
業
と
し
て
７
月
、
８

月
の
大
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

農
地
や
農
業
用
施
設
を
復
旧
工
事

す
る
場
合
、
次
の
補
助
事
業
が
あ

り
ま
す
。

◇
農
地
・
農
業
用
施
設

　
　
　

小
災
害
支
援
事
業
補
助
金

○
補
助
対
象
事
業
費…

10
万
円
以

　

上
40
万
円
未
満

○
事
業
要
件　
　
　
　
　

・
市
が
補
助
し
て
い
る
箇
所
で
あ

　

る
こ
と

・
現
に
耕
作
し
て
い
る
土
地
で
あ

　

る
こ
と

・
農
業
用
施
設
は
受
益
者
が
２
戸

　

以
上
あ
る
こ
と

○
補
助
率…

３
分
の
１
以
内

※

す
で
に
復
旧
に
着
手
し
て
い
る

箇
所
に
つ
い
て
も
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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除
雪　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

①車道には雪を出さない
宅地内の雪を車道に出さないでください。交通渋
滞や事故の原因となり大変危険です。
②路上駐車は除雪の妨げに
路上への違法駐車、故障車両の放置はしないでく
ださい。
③玄関前の除雪は各家庭で
玄関先や車庫から道路へ出る間口の除雪は各家庭
で行ってください。
④除雪車には近づかない
除雪車は作業上前進後退を繰り返すことが多く、
危険ですのでむやみに近づかないでください。
⑤道路上の障害物は撤去
道路上に置かれた鉄板やブロック、道路にはみ出
している樹木や生け垣は、除雪の妨げになります
ので、撤去やせん定をしてください。
⑥流雪溝以外の道路側溝などに雪を捨てない
水が路面にあふれ、凍結の原因にもなります。

安全・スムーズな除雪作業のために
ご協力ください

■本荘地域雪捨て場位置図
　除雪に関する問い合わせは、
地域ごとの各総合支所建設課
にご連絡ください。
　なお休日・夜間は、宿直ま
たは警備会社につながります
ので、住所・氏名・電話番号
などをお伝えください。その
後、除雪担当者から問い合わ
せされた方に折り返しご連絡
します。

■問い合わせ先

55-4955
73-2015
53-2115
65-2802
69-2115
33-4616
57-2204

55-4955
73-2011
53-2111
65-2211
69-2110
33-2211
57-2201

矢 島
岩 城
由 利
大 内
東由利
西 目
鳥 海

地域・所管課 連絡先 休日・夜間の連絡先

各総合支所
建　設　課

建設管理課本　荘 24-6341 24-3321
080-2831-7668

　

今
年
も
い
よ
い
よ
降
雪
期
に
入

り
ま
し
た
。
積
雪
に
よ
る
交
通
障

害
は
市
民
生
活
や
社
会
・
経
済
活

動
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま

す
。

　

市
で
は
降
雪
に
よ
る
交
通
障
害

を
防
ぎ
、
市
民
生
活
の
安
定
と
社

会
・
経
済
活
動
の
確
保
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
道
路
除
雪
計
画

に
よ
り
、
安
全
な
道
路
交
通
の
確

保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

万
全
な
除
雪
体
制
と
円
滑
な
除

雪
作
業
を
行
う
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
内
一
広
い
面
積
を
持
つ
本
市

の
道
路
除
雪
延
長
は
車
道
と
歩
道

を
合
わ
せ
て
、
約
１
２
６
１
㌔
に

も
及
び
ま
す
。

　

市
が
所
有
す
る
除
雪
機
械
は
１

２
８
台
あ
り
、
さ
ら
に
民
間
か
ら

１
４
８
台
の
機
械
を
借
り
上
げ
し
、

18
カ
所
の
出
動
拠
点
か
ら
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。

　

早
朝
の
除
雪
作
業
は
、
遅
く
と

も
７
時
ま
で
に
は
全
地
域
で
の
完

了
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
で
は
積
雪
が
沿
岸
部
で
50
㌢

以
上
も
し
く
は
内
陸
部
で
１
２
０

㌢
以
上
に
な
っ
た
場
合
「
由
利
本

荘
市
道
路
雪
害
対
策
本
部
」
を
設

置
し
ま
す
。

　

対
策
本
部
で
は
道
路
の
交
通
確

保
の
強
化
の
た
め
、
各
総
合
支
所

と
の
連
絡
を
強
化
し
、
相
互
の
応

援
体
制
を
整
え
ま
す
。
な
お
、
平

成
28
年
度
除
雪
費
は
、
10
億
１
千

万
円
を
費
や
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
一
般
の
方
々
に
対
し
て
、

主
に
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
利

用
し
た
運
搬
排
雪
の
た
め
の
雪
捨

て
場
を
指
定
し
て
い
る
地
域
が
あ

り
ま
す
。
屋
根
の
雪
や
宅
地
内
で

や
り
場
の
な
い
雪
は
、
指
定
さ
れ

た
雪
捨
て
場
に
運
搬
し
ま
し
ょ
う
。

　

雪
捨
て
場
で
は
他
の
運
搬
車
両

や
除
雪
機
械
が
あ
り
ま
す
の
で
、

場
内
は
一
方
通
行
と
し
て
い
ま
す
。

十
分
気
を
付
け
て
作
業
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
地
域
外
か
ら
の
雪

の
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

雪
捨
て
場
を
指
定
し
て
い
る
地

域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
本
荘…

石
脇
字
田
尻　

レ
ク
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
（
本
荘
マ
リ

　

ー
ナ
脇
）

※

本
年
度
、
雪
捨
て
場
の
位
置
を

変
更
し
て
い
ま
す
。

○
矢
島…

矢
島
町
立
石
字
長
泥　

　

旧
矢
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

※

本
荘
、
矢
島
地
域
以
外
で
排
雪

場
所
に
お
困
り
の
際
は
、
各
総
合

支
所
建
設
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
内
一
広
い
面
積
を

迅
速
に
除
雪

豪
雪
時
の
体
制

排
雪
は「
指
定
雪
捨
て
場
へ
」
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●　
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●　
　
●　
　
●

　

秋田方面

酒田方面

国
道
７
号

本
荘
大
橋

雪捨て場

ハローワーク

ローソン

※平成28年度まで

平成29年度から

菅原病院
●

本荘マリーナ
海水浴場

本
荘
マ
リ
ー
ナ

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場



本人確認 さまざまな場面

提　示

住 民

行政手続きや民間サービスの行政手続きや民間サービスの
電子申請に電子申請に
行政手続きや民間サービスの行政手続きや民間サービスの
電子申請に電子申請に
行政手続きや民間サービスの
電子申請に

コンビニで住民票などの証明書コンビニで住民票などの証明書
を取得を取得
コンビニで住民票などの証明書コンビニで住民票などの証明書
を取得を取得
コンビニで住民票などの証明書
を取得

マイナンバーの提示が１枚でマイナンバーの提示が１枚でマイナンバーの提示が１枚でマイナンバーの提示が１枚でマイナンバーの提示が１枚で公的な身分証明書として公的な身分証明書として公的な身分証明書として公的な身分証明書として
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市政情報

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
が
請
求
期
限
を
迎
え
ま
す

市政情報

「
旧
大
倉
沢
報
徳
館
」

国
文
審
が
国
有
形
文
化
財
登
録
を
答
申

広報ゆりほんじょう 平成29年12月15日号

　

国
文
化
審
議
会
は
11
月
17
日
、

大
内
地
域
に
あ
る
「
旧
大
倉
沢
報

徳
館
」
を
国
の
有
形
文
化
財
に
登

録
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答

申
し
ま
し
た
。

　

旧
大
倉
沢
報
徳
館
は
、
昭
和
５

年
頃
に
建
て
ら
れ
た
大
日
本
報
徳

社
の
支
社
で
す
。
現
存
す
る
支
社

は
国
内
で
も
数
少
な
く
、
県
内
で

は
唯
一
現
存
す
る
も
の
で
す
。
基

礎
部
、
外
観
、
内
観
な
ど
建
築
当

時
の
ま
ま
大
切
に
さ
れ
て
き
た
非

常
に
貴
重
な
建
築
物
で
あ
る
と
と

も
に
、
細
部
に
洋
風
意
匠
を
施
し

た
和
洋
折
衷
様
式
の
モ
ダ
ン
な
外

観
と
、
座
敷
の
建
具
に
ガ
ラ
ス
戸

を
多
用
す
る
な
ど
採
光
を
意
識
し

た
内
部
の
造
り
が
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
地
域
の
福
利
厚
生

施
設
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
二
宮

尊
徳
の
唱
え
た
報
徳
運
動
の
東
北

に
お
け
る
運
動
展
開
を
考
え
る
上

で
も
、非
常
に
貴
重
な
建
造
物
で
す
。

　

今
後
正
式
に
登
録
さ
れ
る
と
、

市
内
の
国
登
録
有
形
文
化
財
は
、

12
件
38
棟
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
正
式
登
録
の
際
に
は
、
一

般
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
支
援
課

☎
24―

６
３
１
５

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

問
い
合
わ
せ
先

文
化
課

☎
32―

１
３
３
７

　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期

限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
次
に
該

当
す
る
方
は
期
限
ま
で
に
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者　

平
成
27
年
４
月
１

日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
「
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦

傷
病
者
戦
没
者
等
遺
族
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る

方
（
戦
没
者
な
ど
の
妻
や
父
母
な

ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
一
人

に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で…

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

　

傷
病
者
戦
没
者
等
遺
族
援
護
法

　

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

　

得
し
た
方

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖

　

父
母
、
兄
弟
姉
妹

※

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
。

④
前
記
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者

　

な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

　

姪
な
ど
）

※

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
５
年
償

還
の
記
名
国
債

請
求
期
限　

平
成
30
年
４
月
２
日

※

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
時
効
に

よ
り
権
利
が
消
滅
し
、
特
別
弔
慰

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市では現在マイナンバーカード取得促進のキャンペーンを実施しています！

情報連携の本格運用開始に伴い、マイナンバーを用いる事務手続きにおいて、
これまで添付が必要だった書類の一部が省略できるようになりました。

※平成30年７月以降省略可能となる見込みのものです。
（注）個別の事務手続きの詳細については、各申請窓口にご確認ください。

マイナンバーカード取得申請に関する問い合わせ先
市民課住民記録班　☎24－6243

保育園や幼稚園などを利用するための認
定の申請

ひとり親家庭等日常生活支援事業の申請

障がい者・児に対する医療費助成の申請

児童手当の申請

申請項目

マイナンバー制度の情報連携で省略できるようになった主な書類など 平成29年11月13日現在

省略できる書類 申請窓口

生活保護の申請

障がい福祉サービスの申請

特別児童扶養手当の支給の申請

障がい児通所支援・入所支援の申請

児童扶養手当の申請

生活保護受給証明書、児童扶養手当証書、特別児
童扶養手当証書、課税証明書(※)

課税証明書、生活保護受給証明書、児童扶養手当
証書

住民票、課税証明書(※)、生活保護受給証明書、
特別児童扶養手当証書

課税証明書、住民票(※)

課税証明書、雇用保険受給資格者証、児童扶養手
当証書、特別児童扶養手当証書

住民票、課税証明書、生活保護受給証明書

住民票、課税証明書

住民票、課税証明書、生活保護受給証明書

住民票、課税証明書、特別児童扶養手当証書

子育て支援課
または各総合支所市民福祉課
子育て支援課
または各総合支所市民福祉課
子育て支援課
または各総合支所市民福祉課

子育て支援課

福祉支援課

福祉支援課
または各総合支所市民福祉課
福祉支援課
または各総合支所市民福祉課
福祉支援課
または各総合支所市民福祉課
福祉支援課
または各総合支所市民福祉課

便利なマイナンバーカード　～無料で取得できます～

１
顔写真付きの公的な身分証明書として、運転免許
証などと同じく、官民問わず（口座開設、レンタル
ビデオ店会員登録、郵便局での郵便物受け取りな
ど）利用可能です。
免許返納後も、身分証明はこれで大丈夫です。

２
年金や税などの手続きでマイナンバーを求められ
ても、これ１枚で大丈夫です。
さらに、福祉などの手続きで住民票などの添付書
類が不要になります。

３
住民票や印鑑証明、戸籍などの証明書が、カード
をもらった日から全国どこのコンビニでも、窓口
と同じ料金で取得可能です。
〈由利本荘市の方が取得できる証明書〉
　①住民票の写し
　②印鑑登録証明書　
　③戸籍の附票の写し
　④戸籍（全部・個人事項） 証明書

４
子育てサービスの検索や申請（予定）、確定申告
などがインターネットからできるようになります。
民間サービスでも証券口座の開設や住宅ローンの
契約で利用され始めています。（今後拡大）

本人確認
住民票の写しなど

電子
証明書

旧大倉沢報徳館正面外観

玄関ポーチ上部の装飾

大　広　間 正面外壁

キャンペーン期間　平成29年12月～平成30年６月








